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；
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｀

｀

｀

竺
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叉
ぼ
悶
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墨
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西
戌
惹
卿
舜ぷ
免一、
喜
冒
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ァ印
青

嘉
武
翌江
祁
よれ
迂f卜ぇ
皆
秤
叶
？紅
L元／ー
ク
喰
社
瑞
嘉子丸

霧
泣）
製
古＇て
二

喜
認終
尋祈
可
贔

員＇9）

＿
翌
呼
竺

昇｀）
ぅ
ヅ＇ー
全
書―f
才
抑
叶
1

9
)

伊‘
岱
賃
巴加

睾
ザ
2

1

\
,
9

歪
或＂
我
ふ
白
信＇
り
嘉っそ
'
T'
2そ（
り手
閂和

塁
危Hi．ふれ

闊
言虹
訊
冒

辱已
詳
瑞，
裕
で
製
芦
よ
碕111
嘉
贅
皇

てし，
峠＇
韮’
叫
年
li
忍’
芦
競＇り·t)祠国
兌
ユ
げ
疇，
詞
丑
言
詞一

句

復吠
叩
竺
製
田
皐
管
或
西
合＇
ご

真嘉
虔
長
斗
虚
望

叶
氏
輝
酬
区
塁
了て＇ィ，
竺
町
嘴り
這
餌
玲
府
彼

竺り
製
叩

亨
え）＂
吋
ぶ’り
虐

己
‘紅
上
皇＂
号

喜ー／
年
品
喜

哀
切
毘
謬
万，
叩
窒＇
亨”
ぢ，
高田
虎
紅＇）此
年
忍
込
麟）

況
約
加，
由でーゴ
瓦
序、
主
辱
高
翠
境＇
灯＇
占立
年
符
ぶ
り

『陶磁器沿革其他取調書』（写） 陶器沿革史部分

-
95炉
ゎ
浮
箪＇

:a
蒋＇
賢
逗：立／＇
現
行、

全竺苓
：

｀
詳
籾
訳

衣ベン

冬止
雷
斎
賃
賃、
脊
高
麗
9／
茫
主

9

甚
蛭
ふ
川
村
内
命
）
良
ダ
召
彦・，
手
大
神
ャ
亨

覧

雙
げ
導
り
9
屹
臨
穿
苧
）
予
工田
磁
多
製
屯，

元．
祖
う
戌
後
を
冬
冨
塁
虚
げ
嘉
了
含
：

序
闊
弓
フ／庄
天
舌
和
咆

よ参曰
ふ―-,
9
昇
烹口
そ
奇

句
磁
甚
原
詞
名

由
叶
村
南
門Jf

芦
翡
糾
ぷ
支
色
贄
氏

雌”
げ
才
ごレ
手
イ／
甘r13

手
啄
史
午

ハ

墨叫
i
よ
皇．る
ク）
矛畠
雷
9り
ヂ＇
棺
ゑ
咋ロ

苓
紙⑰一
如
抱
利
屯
紅
霜
外
経
羞
9
恙
咲
に
111
禾
銃

胄

汎
植
飼沖
覧
孟
よ

り喜

亨了
笠
｀｀
哨
塁
亨よ

｀

：

｀
ん
55
盆
討
手
こ
綿＇ォ
喀
素
哨
ィ一
乙→＇
ー

ヤ、
そ
遥
氏
四
膚．．
 背
腐該
た
印
骰’
連
II
必

昂
国
函
靭
番
委
蘭^

『陶磁器沿革其他取調書』（写） 有田皿山末尾および南川原山冒頭部分



陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

タ
イ
ト
ル
お
よ
び
記
載
内
容

陶
器
沿
革
史

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

西
松
浦
郡
有
田
皿
山

新
村

西
松
浦
郡
曲
川
村
南
川
原

（
山）

大
川
内
村
市
ノ
瀬
村

西
松
浦
郡
大
川
内
村
大
川
内
山

西
松
浦
郡
椎
峯
山

東
松
浦
郡

（
山）

藤
津
郡
久
間
村
志
田
村

藤
津
郡
吉
田
村
吉
田
皿
山

藤
津
郡
下
宿
村
内
野
山

藤
津
郡
五
町
田
美
野
山

藤
津
郡
八
本
木
村
濱
皿
山

杵
島
郡
芦
原
村
成
瀬

杵
島
郡
真
手
野
村
字
黒
牟
田
山

小
田
志
村

（
明
治
十
七
年
十
一

月）

（
日
付
な
し）

（
明
治
十
七
年
十
一

月
十
五
日）

（
明
治
十
七
年
十
二
月）

（
日
付
な
し）

（
日
付
な
し）

（
明
治
十
七
年
十
二
月）

（
日
付
な
し）

『
陶
磁
器
沿
革
其
他
取
調
書』
（
写）
一

冊
は
平
成
十
二
年、

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
が
佐
賀
市
内
の
某
古
書
店
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
頁

が
丁
寧
に
裏
打
ち
さ
れ
た
状
態
に
修
復
さ
れ
た
の
ち、

渋
紙
の
表
紙
が
つ
け
ら
れ
和
綴
じ
一

冊
に
装
丁
さ
れ
て
い
る
。

写
し
は
全
て
一

人
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

当
該
文
献
の
記
載
内
容
は
左
記
の
と
お
り。

報
告
地
の
現
在
の
行
政
地
区
名
は
筆
者
が
補
っ
た
。

（
明
治
十
九
年
写
し）

（
明
治
十
七
年
十
一

月
八
日）

（
明
治
十
七
年
十
一

月
十
五
日）

（
日
付
な
し）

（
日
付
な
し）

（
明
治
十
七
年
十
一

月
十
九
日）

（
明
治
十
七
年
十
一

月）

紀
年

『
陶
磁
器
沿
革
其
他
取
調
書』

報
告
地
の
現
在
の
行
政
地
区
名

一

七
頁・
・
・
・
・
・
西
松
浦
郡
有
田
町

ニ
ニ
頁
：
・
・
・
・
西
松
浦
郡
有
田
町
南
川
原
・

西
有
田
町
曲
川
・

大
木

二
六
頁
：
·
·
：
伊
万
里
市
大
川
内
町
甲

二
九
頁
：
・
・
・
・
伊
万
里
市
大
川
内
町
乙

三
三
頁
：
·
·
：
伊
万
里
市
南
波
多
町
府
招

三
五
頁
：
・
・
・
・
唐
津
市
・

東
松
浦
郡

三
九
頁
：
・
・
・
・
藤
津
郡
塩
田
町
久
間

四
三
頁
：
•
•
•
•
藤
津
郡
嬉
野
町
吉
田

四
六
頁
：
・
・
・
・
藤
津
郡
嬉
野
町
下
宿

四
九
頁
：
•
•
•
•
藤
津
郡
嬉
野
町
美
野

五
0
頁
：
・
・
・
・
鹿
島
市
浜
町
皿
山

五
三
頁
：
・
・
・
・
武
雄
市
橘
町
芦
原

五
五
頁
：
・
・
・
・
武
雄
市
武
内
町
真
手
野
字
黒
牟
田

五
七
頁
：
・
・
・
・
武
雄
市
西
川
登
町
小
田
志

1

0
頁

記
載
頁

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館

サ
膝

匝心

方｛

平J

（

写
）

に

つ

い

て

(116) -l-
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こ
の
柏
披
な
る
人
物
が
何
者
で
あ
っ
た
か
は
不
明 。

し
か
し 、

柏
披
を
名
乗
る
人
物
で
は 、

鎌
倉
女
学
院
創
立
者
で
あ
る
漢
学
者 、

田
盪
新
之
助
（
唐
津
生
ま
れ
一

八
六
二
年
1

一

九
四
四
年）

が
い

る 。

欧
陽
脩
に
な
ぞ
ら
え 、

中
表
紙
で
自
ら
を
酔
翁
と
自
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら 、

田
追
新
之
助
の
可
能
性
も
示
唆
し
て
お
き
た
い

。

原
利
一

郎
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明 。

第
四
区
域
勧
業
委
員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。

西
松
浦
郡
有
田
皿
山

西
松
浦
郡
曲
川
村
南
川
原

西
山
兵
助
（
第
二
区
域
勧
業
委
員）

新
村

報
告
地

報
告
者

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

江
島
村

田
代
村

牛
原
村

（
日
付
な
し）

（
日
付
な
し）

（
日
付
な
し）

六
九
頁
：
·
·
：
鳥
栖
市
江
島
町

（
日
付
な
し）

（
明
治
十
七
年
十―
一
月）

六
七
頁・
・
・
・
・
・
三
養
基
郡
み
や
き
町
白
壁

六
五
頁
：
・
・
・
・
三
養
基
郡
み
や
き
町
白
壁

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

陶
磁
器
取
調
書

み
ら
れ
る。

小
城
郡
小
侍
村

佐
賀
郡
久
留
間
村

養
父
郡
白
壁
村

養
父
郡
白
壁
村
協
力
会
社

（
日
付
な
し）

（
明
治
十
七
年
十
二
月）

手
塚
五
平
（
第
一

区
域
勧
業
委
員）

六
一

頁・
・
・
・
・
・
多
久
市
北
多
久
町
小
侍

六
二
頁・
・
・
・
・
・
佐
賀
郡
大
和
町
久
留
間

七
0
頁
：
’
・
・
・
鳥
栖
市
田
代
町

七
二
頁・
・
・
・
・
・
鳥
栖
市
牛
原
町

冒
頭
の
陶
器
沿
革
か
ら
は
じ
ま
り、

佐
賀
県
下
の
二
十
一

箇
所
の
窯
業
地
に
関
す
る
取
調
書
が
続
い
て
い
る
。

陶
器
沿
革
に、
「
明
治
十
九
年
丙
戊
十
一

月
佐
賀
県

ニ
於
テ
写
ス
柏
披」

と
あ
る
こ
と
か
ら、

こ
の
松
披
な
る
人
物
が
明
治
十
九
年
に
佐
賀
県
で
書
き
写
し
た
行
政
文
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

現
在
の
と
こ
ろ、

原
本

は
未
発
見
で
あ
り、

明
治
十
七
年
(
-

八
八
四
年）

に
お
け
る
佐
賀
県
下
に
お
け
る
陶
磁
器
生
産
を
ま
と
め
た
史
料
を
ほ
ぼ
同
時
代
に
写
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
な
も

の
で
あ
る。

西
松
浦
郡
の
三
窯
業
地
を
報
告
し
た
原
利
一

郎
の
報
告
に
お
い
て、

末
文
に
「
勧
第
二
八
五
号
ヲ
以
テ
御
達
シ
相
成
候
陶
器
取
調
（
以
下
略）
」

と
あ
る。

こ
れ
に
よ
り、

こ
の
取
調
書
は
佐
賀
県
勧
業
課
か
ら
の
達
し
文
書
に
よ
り
調
査
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

原
本
は、

明
治
十
七
年
当
時
現
地
で
陶

磁
器
業
あ
る
い
は
地
元
経
済
に
関
わ
っ
た
も
の
に
よ
り
郡
長
へ

提
出
さ
れ
た
報
告
書
で
あ
り、

し
た
が
っ
て、

誰
の
手
に
よ
る
に
せ
よ、

そ
の
写
し
で
あ
る
当
文
献
は

陶
磁
器
生
産
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
信
頼
性
の
商
い
史
料
と
い
え
よ
う。

報
告
地
お
よ
び
報
告
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り、

報
告
者
名
に
勧
業
委
員
が

-2- (115) 
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（
山）

西
松
浦
郡
大
川
内
村
市
ノ
瀬
村

西
松
浦
郡
大
川
内
村
大
川
内
山

西
松
浦
郡
椎
峯
山

東
松
浦
郡

（
山）

藤
津
郡
久
間
村
志
田
村

藤
津
郡
吉
田
村
吉
田
皿
山

藤
津
郡
下
宿
村
内
野
山

藤
津
郡
五
町
田
美
野
山

藤
津
郡
八
本
木
村
濱
皿
山

杵
島
郡
芦
原
村
成
瀬

杵
島
郡
真
手
野
村
字
黒
牟
田
山

小
田
志
村

小
城
郡
小
侍
村

・

佐
賀
郡
久
留
間
村

養
父
郡
白
壁
村

養
父
郡
白
壁
村
協
力
会
社

江
島
村

田
代
村

牛
原
村中

山
成
基
著

昭
和
四
九
年
八
月
一

日
佐
賀
新
聞
社
発
行
「
佐
賀
県
経
済
百
年
史J

五
四
頁

乗
田
貞
平
（
藤
津
郡
八
本
木
村
皿
山
陶
器
営
業
人
惣
代）

田
中
民
助

副
島
亀
三

秀
島
勇
造

横
尾
殿
献

外
三
拾
八
名
（
営
業
人）

武
富
真
胤

桝
谷
判
平

佐
藤
判
七

山
崎
嘉
六

田
中
英一
（
社
長）

藤
永
市
助
（
戸
長）

西
牟
田

光
（
江
島
村
外
ニ
ヶ
村
戸
長）

精一

郎
（
田
代
村
外
四
ヶ
村
戸
長）

明
治
期 、

工
業 、

商
業 、

農
業
上
の
有
力
人
物
を
勧
業
委
員
と
し 、

勧
業
委
員
に
よ
る
談
話
会
が
開
催
さ
れ
た 。
こ
の
取
調
が
報
告
さ
れ
た
明
治
十
七
年
五
月
に
は 、

前
年
に
長
崎
県
か
ら
佐
賀
県
が
分
離
し
た
の
を
契
機
に
佐
賀
県
は
『
勧
業
委
員
お
よ
び
各
勧
業
会
設
置
準
則』

を
公
布
し 、

勧
業
談
話
会
を
復
活
さ
せ
た
と
い
う 。

明

原 淵

龍
之
蔽�

岩
水
幸一

久
保
忠
造

冨
永
清
兵
衛

北
島
佐
太
郎
（
藤
津
郡
内
野
山
名
陶
磁
器
製
造
人
惣
代）

利一

郎
（
第
四
区
域
勧
業
委
員）

東
松
浦
郡
役
所

原

藤
永
市
助
（
戸
長）

(114) -3-
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治
の
日
本
政
府
は、

共
進
会
や
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
の
開
催
に
よ
っ
て、

産
業
振
興
を
は
か
っ
て
い
た
。

と
り
わ
け
明
治
十
七
年
頃
は
共
進
会
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ

て
お
り、

こ
う
し
た
中
で、

行
政
側
に
は
各
地
の
生
産
情
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
十
年
代
に
記
録
さ
れ
た
佐
賀
県
の
窯
業
地
に
関

す
る
行
政
資
料
に
は、

当
該
文
献
の
ほ
か
長
崎
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
長
崎
県
勧
業
課
商
工
務
関
係
事
務
簿
中
の
、

明
治
十
四
年
京
都
府
博
物
館
か
ら
の
依
頼
に
よ

る
『
県
内
陶
器
製
造
沿
革
調』

や
佐
賀
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
十
年
『
第
一

回
内
国
博
覧
会
出
品
目
録
井
解
説
書
褒
状
写』

お
よ
び
明
治
十
四
年
『
第
二
回
内

国
博
覧
会
出
品
願
井
出
品
解
説
書』

が
あ
る
。

京
都
府
博
物
館
の
展
示
解
説
や、

内
国
博
覧
会
へ
の
出
品
物
を
解
説
す
る
た
め
に
必
要
な、

説
明
資
料
と
し
て
こ
れ
ら

の
以
上
の
史
料
は
産
地
の
沿
革
報
告
を
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら、

当
該
史
料
が、

明
治
十
八
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
五
品
共
進
会
に
そ
な
え
て、

調
査
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
明
治
十
九
年
に
は、

共
進
会
に
出
品
さ
れ
た
全
国
陶
器
産
地
の
沿
革
を
陶
器
報
告
員
で
あ
る
塩
田
真
が
集
成
し

た
『
府
県
陶
器
沿
革
陶
工
伝
統
誌』

も
あ
る
。

こ
れ
は
各
窯
業
地
の
沿
革
が
県
ご
と
に
収
録
さ
れ
て
お
り、

共
進
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る
陶
磁
器
産
地
に
つ
い
て
の
農

商
務
省
の
解
説
書
で
あ
る
。

当
史
料
に
お
い
て
も、

窯
業
沿
革
に
つ
い
て
は
、

こ
う
し
た
明
治
十
年
代
の
行
政
資
料
と
よ
く
似
た
内
容
が
語
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し、

沿
革
に
続
く
部
分
は
産
地

ご
と
の
製
造
法
や
生
産
高
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
お
り、

こ
の
点
が
前
述
の
明
治
十
年
代
の
行
政
資
料
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
が、

こ
の
史

料
の
重
要
性
を
高
め
て
お
り、

製
造
方
法
の
変
化
に
よ
っ
て
現
在
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
明
治
十
七
年
当
時
の
材
料
や
窯
な
ど
の
製
造
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

く
れ
る
。

ま
た、

各
産
地
の
統
計
的
な
産
出
高
の
報
告
は
明
治
十
一

年
か
ら
十
六
年
の
六
年
間
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら、

明
治
十
年
代
の
日
本
が
経

験
し
た
松
方
財
政
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
と
デ
フ
レ
に
つ
い
て
も
窯
の
生
産
推
移
か
ら
み
て
と
れ
る
。

た
と
え
ば
久
間
村
お
よ
び
志
田
村
の
生
産
高
に
つ
い
て
は
明
治
十
二

年
か
ら
十
六
年
の
生
産
高
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が、

明
治
十
二
年
に
は
四
0
八
0
0
円、

明
治
十
三
年
七
八
0
0
0
円、

明
治
十
四
年
に
は
八
五
二
0
0
円
ま
で
高
騰

し、

明
治
十
五
年
に
は
三
五
二
0
0
円
に
急
落
し、

明
治
十
六
年
は
ニ
―

八
五
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
高
騰
と
下
落
は
各
地
の
報
告
に
も
語
ら
れ
る
。

こ
の

長
崎
県
立
図
書
館
郷
土
課
所
蔵
『
著
名
物
産
地
表、

陶
器
製
造
沿
革
調、

諸
会
社
一

覧
表』

勧
業
課
商
工
務
係
事
務
簿、

明
治
ニ―一
年
1
同
一

六
年

佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵

佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵

県
21
_
18

県
21
ー

26

＝
第
一

回
内
国
博
覧
会
出
品
目
録
井
解
説
書
褒
状
写』

＝
第
二
回
内
国
博
関
会
出
品
願
井
出
品
解
説
書j

明
治
一

八
年
三
月
に
東
京
上
野
を
会
場
と
し
て
五
品
（
繭、

絹
糸、

織
物、

陶
器、

漆
器）

共
進
会
が
開
設
さ
れ
た
。

西
松
浦
郡
の
出
品
総
代
は
手
塚
五
平
で
あ
り、

共
進
会
開
催
に
と
も
な
う
陶
磁

器
に
関
す
る
会
議
「
集
談
会」

に
手
塚
百
平
お
よ
び
田
中
英
一

が
参
加
し
て
い
る。

主
に
当
時
の
松
方
デ
フ
レ
に
対
す
る
打
開
策
が
議
題
と
な
り、

組
合
の
設
立
の
も
と
と
な
る
建
言
書
を
西
郷
従
道

農
商
務
卿
に
提
出
し
て
い
る。

有
田
町
発
行
「
有
田
町
史
商
業
編
二」

中
島
浩
氣
著
「
肥
前
陶
磁
史
考」

六
三
六
頁

国
会
図
書
館
所
蔵
Y
D
M
7
2
2
5
3
/
33
|
96
塩
田
真
「
府
県
陶
器
沿
革
陶
工
伝
統
誌j

農
商
務
省
編

有
隣
堂

塩
田
真
は
農
商
務
省
に
全
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
陶
磁
器
沿
革
其
他
調
書」

を

参
考
に
し
た
可
能
性
は
高
い
が、

佐
賀
県
の
該
当
地
区
を
比
較
す
る
と、

よ
り
多
く
の
情
報
を
収
集
し
て、

同
書
を
ま
と
め
て
い
る。
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製作地区 生産額（円） 備 考

西松浦郡有田皿山 新村 200,000.00 明治16年

藤津郡吉田村吉田皿山 37,895.60 明治12年から16年の5 年間の平均

藤津郡久間村志田山 21,850.00 明治16年

藤津郡八本木村濱皿山 12,344.48 明治12年から16年の5 年間の平均

西松浦郡曲川村 8,000.00 明治16年

小田志村 7,800.00 明治16年

西松浦郡大川内村市ノ瀬山 5, 900.00 明治15、 16年平均
‘
· 

養父郡白壁村 4,666.00 明治10年から17年の8年間の平均

杵島郡芦原村成瀬 4,500.00 明治14年から16年の3 年間の平均

西松浦郡大川内村大川内山 3,500.00 明治15、 16年平均

藤津郡五町田美野山 3,360.00 明治14年創業により報告年まで4年間平均

養父郡白壁村協力会社 2,500.00 明治16年から17年までの1 年間

藤津郡下宿村内野山 1,540.00 明治11年から16年の6 年間の平均

杵島郡真手野村字黒牟田山 1,076.00 明治16年

西松浦郡椎峯山 550.00 明治16年

江島村 1 13.40 明治12年から17年まで6 年間の平均

小城郡小侍村 1 12.00 明治16年か

東松浦郡 0.00 非売品につき価格なしとある

佐賀郡久留間村 0.00 明治8年生産中止 明治8年の額は600円

田代村 0.00 明治15年生産中止 明治15年の額は100円

牛原村 0.00 明治15年生産中止 明治15年の額は1020円

衰
を
把
握
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
前
述
し
た
と
お
り、

よ
う
な
経
済
状
況
の
中、

こ
の
取
調
に
あ
る
窯
業
地
の
う
ち、

す
で
に
生
産
が
た
ち
い
か
な
く
な
っ
た
も
の
が
み
ら
れ、

久
留
間
村、

れ
て
い
る
窯
業
地
は
終
業
し、

表三 生産額一 魏（生産額の小数点以下の単位は銭）
田
代
村、

牛
原
村
な
ど
報
告
さ

ほ
か
の
生
産
地
で
も
衰
退
の
危
機
を
訴
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
概
況
の
中
で
こ
の
取
調
書
は
ま
と
め
ら
れ
て
お
り、

産
業
情
況
の
盛

こ
の
取
調
書
は
来
る
五
品
共
進
会
開
催
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
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9

中
島
浩
氣
著
『
肥
前
陶
磁
史
考』

昭
和
十
一

年

二
0
七
頁

一
、

製
出
高
（
製
品
の
種
類
・

営
業
人
の
数）

表
三
は
こ
の
取
調
書
か
ら
明
治
一

六
年
の
生
産
額
を
額
の
多
い
順
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

有
田
皿
山
を
筆
頭
に
吉
田
皿
山、

志
田
が
続
く。

有
田
皿
山
が
占

め
る
割
合
は
お
よ
そ
六
一

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り、

有
田
の
生
産
力
の
高
さ
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら、

報
告
さ
れ
て
い
る
窯
業
地
に
は
も
れ
が
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。

と
く
に
杵
島
郡
内
の
報
告
は
不
完
全
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

甕
な
ど
を
生
産
し
た
陶
器
窯
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
く、

ま
た、

こ
の
頃
に
は
廃
窯
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が、

江
戸
後
期
に
大
量
の
磁
器
を
生
産
し
た
山
内
町
の
筒
江
窯
の
報
告
も
な
い
。

甕
に
つ
い
て
は、

東
松
浦
郡
相
知
町
押
川
と
杵
島
郡
の
成
瀬

や
上
野
が
当
時
か
な
り
の
生
産
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が、

当
史
料
に
は
成
瀬
に
お
け
る
磁
器
の
報
告
だ
け
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
報
告
も
れ
が
加
わ
る
と、

有
田
の
占
め
る
割
合
は
お
そ
ら
く
数
パ
ー
セ
ン
ト
は
下
る
で
あ
ろ
う。

こ
う
し
た
各
地
の
報
告
に
は
産
地
の
紹
介
と
し
て
沿
革
か
ら
は
じ
め、

そ
の
原
料
か
ら
製
造
法
に
つ
い
て
一

定
の
順
序
と
ス
タ
イ
ル
が
あ
る。

そ
の
項
目
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
り、
（

）

内
は
そ
の
報
告
内
容
の
要
点
を
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
、

沿
革

一
、

原
料
の
土
石
産
地
（
他
所
か
ら
の
買
取
の
有
無
・

混
合
土）

一
、

土
石
産
出
高
（
重
量
・

価
格
・

営
業
人
数）

一
、

原
料
準
備
（
調
整
時
の
減
少
割
合）

一
、

造
坪
（
輛
轄
・

石
膏
型
・

木
型
の
使
用）

一
、

素
焼
（
素
焼
窯
の
形
式）

一
、

本
窯
（
固
有
式
か
欧
州
式
か）

一
、

釉
薬
（
調
合
法
・

灰
の
産
地）

一
、

本
焼
（
一

回
に
お
け
る
焼
成
個
数
お
よ
び
破
損
の
割
合）

一
、

粉
飾
用
諸
顔
料
（
種
類
・

調
合
分
量）

-6- (I 1 I) 



報
告
者
の
力
点
の
置
き
よ
う
や
窯
場
の
特
徴
に
よ
っ
て
解
説
に
は
長
短
あ
る
が、

二
十
一

す
べ
て
の
窯
場
に
お
け
る
上
記
項
目
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り、

明
治――一
年
に
ワ
グ
ネ
ル
に
よ
っ
て
教
授
さ
れ
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
西
洋
コ
バ
ル
ト
が
ほ
と
ん
ど
の
磁
器
窯
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
有
田
の
よ
う
な
先
進
的
な
窯

場
で
は
石
膏
型
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り、

当
時
の
窯
業
地
に
お
け
る
製
法
に
つ
い
て
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

例
え
ば
原
料
産
地
に
つ
い
て
な
ど
は、

有
田
の
泉
山
の
陶
石
を
使
用
で
き
る
地
域
と
の
格
差
が
あ
り、

江
戸
時
代
の
基
本
的
な
土
の
配
分
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

肥
後
の
天
草
陶
石
が
広
く
使
用
さ
れ、

地
元
で
産
出
す
る
原
料
を
混
ぜ
た
り、

製
品
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
る
様
子
も
伺
え
る
。

原
料
の
調
整
は
各
地
で

工
夫
さ
れ、

主
だ
っ
た
原
料
の
産
地
は
磁
器
な
ら
ば
泉
山
や
天
草、

陶
器
に
つ
い
て
は
真
手
野
の
も
の
を
使
用
す
る
な
ど
、

お
お
ま
か
な
傾
向
は
あ
る
も
の
の
基
本
的

西
松
浦
郡
有
田
皿
山

新
村
11

西
松
浦
郡
有
田
皿
山
字
泉
山
・

象
ノ
鼻
・

保
（
屋）

谷
・

限
取
・

大
谷
・

舞
々
谷
・

白
川
谷
の
陶
石

西
松
浦
郡
血
川
村
南
川
原
11

肥
前
国
松
浦
郡
有
田
皿
山
字
泉
山
陶
石

西
松
浦
郡
大
川
内
山
大
川
内
村
11

西
松
浦
郡
町
裏
村
字
大
堤
の
陶
土
お
よ
び
大
川
内
村
字
四
本
柳
の
陶
石
を
釉
薬
に
調
合 、

た
だ
し 、

氷
輪
焼
に
つ
い
て
は
有
田
皿
山
字
泉
山
の
陶
石

西
松
浦
郡
椎
峯
山
11

肥
前
国
西
松
浦
郡
笠
椎
村
字
花
畑
お
よ
び
井
手
口
の
土
を
混
合

東
松
浦
郡
11

東
松
浦
郡
出
野
村
笠
椎
村
同
郡
加
部
島
村
同
郡
有
浦
村
字
牟
加
多
同
郡
谷
口
村

（
人
形
置
物
類）

椎
村
同
郡
寒
神
田
村
字
山
口
同
村
字
北
ノ
崎
の
三
品

（
青
磁
類）

笠
椎
加
部
島
牟
形
妙
見
村
山
口
村
字
北
ノ
崎
の
三
品

藤
津
郡
吉
田
村
吉
田
皿
山
11

肥
後
国
天
草
郡
深
江
村
産
出
の
陶
石
お
よ
び
嘗
藤
津
郡
吉
田
村
字
梨
子
ノ
木
田
の
陶
土

藤
津
郡
下
宿
村
内
野
山
11

（
陶
土）

嘗
地
方
の
土
の
み
（
磁
器）

熊
本
県
下
天
草
産
出
の
石
に
当
郡
岩
屋
川
内
村
字
鬼
岩
産
ノ
石
を
調
和

杵
島
郡
芦
原
村
成
瀬
11

肥
後
国
天
草
郡
字
深
江
小
砂
床
伊
口
山
等
よ
り
出
る
も
の
を
元
と
し
肥
前
国
杵
島
郡
真
手
（
野）

村
ノ
土
を
調
和

杵
島
郡
真
手
野
村
字
黒
牟
田
山
11

原
料
は
淡
黒
色
の
粘
土
で
杵
島
郡
真
手
野
村
字
藤
原
よ
り
採
取
し
こ
れ
に
所
在
の
赤
土
を
混
和

小
田
志
村
11

（
陶
器）

肥
前
国
杵
島
郡
小
田
志
村
お
よ
び
隣
村
永
野
村
等
よ
り
出
る
粘
土
等
を
混
和

藤
津
郡
八
本
木
村
濱
皿
山
11

肥
後
国
天
草
深
江
村
産
出
の
陶
石

藤
津
郡
五
町
田
美
野
山
11

肥
後
国
天
草
郡
よ
り
産
出
す
る
荒
石

藤
津
郡
久
間
村
志
田
村
11

肥
後
国
天
草
郡
古
坐
床
深
江
土
路
々
の
各
地

大
川
内
山
市
ノ
瀬
村
11

有
田
皿
山
字
泉
山
の
陶
石

に
は
各
地
で
土
が
調
合
さ
れ
製
造
さ
れ
て
い
る
。
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に
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が、

田
代
村
11
肥
前
国
基
誹
郡
柚
比
村
字
漆
川
原
肥
後
国
天
草
郡
高
濱

牛
原
村
11
肥
前
国
養
父
郡
牛
原
村
道
光
山
よ
り
掘
取
り
こ
れ
に
熊
本
県
下
天
草
の
産
石
を
加
え
て
調
和

こ
の
よ
う
に、

明
治
十
七
年
頃
の
佐
賀
県
は
各
地
に
窯
場
が
あ
り、

そ
れ
ぞ
れ
原
料
が
異
な
る
多
様
な
生
産
地
で
あ
っ
た
。

廃
藩
置
県
後、

藩
の
保
護
を
失
い
困
窮

し
た
窯
場
も
あ
り、

激
し
い
イ
ン
フ
レ
と
デ
フ
レ
と
い
う
経
済
状
況
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
明
治
と
い
う
変
化
の
激
し
い
時
代
に
対
面
し
た
佐
賀
県
各
地
の
窯
業
の
一

時

代
を
こ
の
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
後
も
さ
ら
に
各
地
の
窯
場
は
一

部
消
沈
し
た
り、

新
し
く
会
社
が
設
立
す
る
な
ど、

変
貌
と
栄
枯
盛
衰
を
み
る

一

時
期
の
生
産
情
況
に
つ
い
て
確
実
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
信
じ、

本
史
料
が
佐
賀
県
の
み
な
ら
ず
日
本
の
近
代
窯
業
研
究
の
一

助

末
筆
な
が
ら、

多
忙
な
中
校
閲
を
い
た
だ
い
た
有
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館
尾
崎
葉
子
氏
を
は
じ
め、

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
御
教
示
を
賜
っ
た
当
館
副
館
長
大
橋

康―
―
氏、

佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
納
富
悟
氏、

元
セ
ン
タ
ー
長
河
口
純
一

氏、

佐
賀
県
歴
史
文
書
閲
覧
室
平
尾
洋
芙
氏
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
。

江
島
村
11
肥
前
国
養
父
郡
江
島
村
字
所
熊
山

小
城
郡
小
侍
村
11
肥
前
国
小
城
郡
小
侍
村
字
砂
原

、.^ 

11
（
磁
器）

肥
後
国
天
草
島
字
深
江
小
砂
床
高
濱
よ
り
出
る
も
の
を
元
に
肥
前
国
杵
島
郡
神
六
村
字
権
現
山
の
石
を
調
和

佐
賀
郡
久
留
間
村
11
肥
前
国
久
留
間
村
の
内
今
山
分
字
向
坂
山
た
だ
し
肥
後
国
天
草
産
の
石
を
調
和

養
父
郡
白
壁
村
11
肥
前
国
養
父
郡
白
壁
村
字
明
神
山
土
坑
よ
り
産
出
す
る
も
の
、

お
よ
び
肥
後
ノ
国
天
草
郡
（
古）

座
床
村
の
陶
石

養
父
郡
白
壁
村
協
力
会
社
11
肥
前
国
養
父
郡
立
岩
村
字
内
野
山
の
土
石、

肥
後
国
天
草
郡
小
座
床
村
の
土
石
を
調
合
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